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●
２
０
２
４
年
度
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

事
務
の
確
認

　

事
業
主
は
、
す
べ
て
の
従
業
員
の
給
与
か

ら
個
人
住
民
税
を
特
別
徴
収（
給
与
天
引
き
）

に
よ
っ
て
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

通
常
、
第
１
回
目
の
納
付
期
限（
６
月
分
）

は
７
月
10
日
で
す
が
、
今
年
度
は
定
額
減
税

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
今
年
度
は
、
定
額
減
税
対
象
者

の
給
与
か
ら
は
、
６
月
分
の
住
民
税
は
特
別

徴
収
さ
れ
ま
せ
ん
。
各
社
員
の
住
所
地
の
市

区
町
村
か
ら
送
ら
れ
る
特
別
徴
収
税
額
通
知

書
に
基
づ
い
て
、
２
０
２
４
年
７
月
か
ら
２

０
２
５
年
５
月
の
11
か
月
に
分
け
て
徴
収
・

納
付
し
ま
す
。

　

年
度
途
中
で
新
た
に
入
社
し
た
従
業
員
が

い
る
場
合
、
個
人
住
民
税
を
普
通
徴
収
か
ら

特
別
徴
収
に
切
り
替
え
る
場
合
に
は
「
特
別

徴
収
切
替
届
出
書
」
を
、
ま
た
、
退
職
者
が

出
た
場
合
に
は
「
給
与
支
払
報
告
・
特
別
徴

収
に
係
る
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
」
を
市

区
町
村
に
速
や
か
に
提
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

従
業
員
が
退
職
し
、
再
就
職
し
な
け
れ

ば
、
翌
月
以
降
の
徴
収
義
務
は
な
く
な
り
ま

す
が
、
未
徴
収
分
は
退
職
し
た
時
期
に
よ
り

取
扱
い
が
変
わ
る
の
で
留
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
退
職
者
か
ら
「
再
就
職
先
で
特
別

徴
収
を
継
続
し
た
い
」
旨
の
申
出
が
あ
っ
た

場
合
は
、「
給
与
所
得
者
異
動
届
出
書
」
を

新
た
な
勤
務
先
に
回
付
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
特
別
徴
収
が
引
き
継
が
れ
ま
す
。

●
納
期
の
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合

の
源
泉
徴
収
税
額
の
納
付

　

給
与
や
退
職
金
な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
し
た

所
得
税
・
復
興
特
別
所
得
税
の
納
付
期
限

は
、
徴
収
日
の
翌
月
の
10
日
で
す
。

　

た
だ
し
「
従
業
員
数
が
常
時
10
人
未
満
」

の
事
業
所
は
、
手
続
き
の
負
担
を
減
ら
す
た

め
、
年
２
回
に
ま
と
め
て
納
付
で
き
る
「
納

期
の
特
例
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
特
例
の
承
認
を
受
け
て
い
る
場
合
、

１
月
～
６
月
分
の
源
泉
徴
収
税
額
を
ま
と
め

て
７
月
10
日
ま
で
に
納
付
し
ま
す
。

●
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
第
２
期
分

の
納
付

　

７
月
は
固
定
資
産
税
の
第
２
期
分
の
納
付

時
期
で
す
。
一
括
で
全
期
分
を
納
付
し
て
い

な
い
場
合
に
は
、
納
税
通
知
書
を
確
認
し
て

納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
特
定
の
地
域
で
は
都
市
計
画
税
も

納
付
し
ま
す
。
納
付
期
限
は
、
市
区
町
村
の

条
例
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
も
あ
る
の
で
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
夏
物
商
戦
へ
の
対
応

　

夏
物
商
戦
で
は
、
商
品
の
仕
入
れ
や
催
事

企
画
の
増
加
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
臨

時
雇
用
な
ど
、
例
月
に
な
い
資
金
需
要
が
増

え
ま
す
。
売
掛
金
の
回
収
を
強
化
し
、
資
金

繰
り
の
再
確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
補
助
金
・
助
成
金
の
情
報
チ
ェ
ッ
ク

　

時
限
措
置
と
し
て
設
け
ら
れ
る
国
や
自
治

体
の
補
助
金
・
助
成
金
制
度
は
、
毎
年
度
の

予
算
成
立
を
受
け
て
７
月
ご
ろ
ま
で
に
各
制

度
の
骨
子
が
固
ま
り
ま
す
。

　

制
度
の
数
は
３
、
０
０
０
種
類
以
上
と
も

い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
募
集
期
間
や
受
給
要
件

な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
高
年
齢
者
や
障
害
者

を
雇
用
す
る
な
ど
一
定
条
件
を
満
た
し
た
場

合
に
申
請
に
よ
っ
て
受
給
で
き
る
も
の
や
、

技
術
支
援
や
能
力
開
発
な
ど
目
的
別
に
設
定

さ
れ
た
公
募
型
タ
イ
プ
も
あ
り
ま
す
。

　

自
社
に
必
要
な
補
助
金
・
助
成
金
に
つ
い

て
の
情
報
を
収
集
し
、
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
立
て
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

別
冊
付
録
で
は
、
２
０
２
４
年
度
の
助
成

金
の
受
給
＆
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
て

い
ま
す
。

●
賞
与
支
給
に
伴
う
健
保
・
厚
年
の
保
険
料

の
納
付

　

６
月
に
賞
与
を
支
給
し
、
健
康
保
険
・
厚
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生
年
金
保
険
の
「
被
保
険
者
賞
与
支
払
届
」

を
提
出
し
た
企
業
で
は
、
７
月
の
「
納
入
告

知
書
」
に
、
賞
与
に
係
る
負
担
分
も
加
算
さ

れ
た
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
記

載
金
額
を
確
認
し
て
納
付
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
保
険
料
の
計
算
基
礎
と
な
る
標
準

賞
与
額
の
上
限
は
、
健
康
保
険
が
年
度
累
計

額
で
５
７
３
万
円
、
厚
生
年
金
保
険
に
つ
い

て
は
１
か
月
当
た
り
１
５
０
万
円
で
す
。

　

育
児
休
業
等
に
よ
り
保
険
料
免
除
期
間
に

支
払
わ
れ
た
賞
与
に
つ
い
て
も
標
準
賞
与
額

と
な
り
、
年
度
累
計
額
に
含
ま
れ
ま
す
。

●
健
保
・
厚
年
の
被
保
険
者
報
酬
月
額
算
定

基
礎
届
の
提
出

　

社
会
保
険
に
加
入
し
て
い
る
事
業
所
は
、

７
月
１
日
現
在
に
使
用
し
て
い
る
す
べ
て
の

被
保
険
者
の
４
月
～
６
月
に
支
払
っ
た
賃
金

に
つ
い
て
「
被
保
険
者
報
酬
月
額
算
定
基
礎

届
」
に
記
入
し
、
原
則
と
し
て
７
月
10
日
ま

で
に
提
出
し
ま
す
（
定
時
決
定
）。

　

た
だ
し
、
届
出
先
（
年
金
事
務
所
ま
た
は

日
本
年
金
機
構
事
務
セ
ン
タ
ー
）
の
都
合
に

よ
っ
て
締
切
日
が
早
ま
る
こ
と
や
、
会
社
ご

と
に
提
出
日
を
決
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。

　

該
当
す
る
事
業
所
に
は
、
届
出
用
紙
が
す

で
に
郵
送
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
す
が
、
手
元

に
な
い
場
合
は
取
り
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。
日

本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き
（「
労
働

保
険
概
算
・
増
加
概
算
・
確
定
保
険
料
／
石

綿
健
康
被
害
救
済
法
一
般
拠
出
金
申
告
書
」

の
提
出
お
よ
び
保
険
料
等
の
納
付
）
の
期
限

は
、
７
月
10
日
で
す
。

　

手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
政
府
が
保
険
料
・

拠
出
金
の
額
を
決
定
し
、
さ
ら
に
追
徴
金

（
納
付
す
べ
き
保
険
料
・
拠
出
金
の
10
％
）

が
課
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。
拠
出
金
は
、
特
別
加
入
者
や

雇
用
保
険
の
み
適
用
の
事
業
所
は
対
象
外
と

な
り
ま
す
。

●
来
春
高
卒
予
定
者
に
対
す
る
採
用
活
動

　

高
等
学
校
の
卒
業
予
定
者
を
対
象
と
し
た

採
用
活
動
を
行
な
う
際
に
は
、
事
前
に
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
で
求
人
申
込
み
と
登
録
申
請
を
し

て
、
確
認
を
受
け
た
求
人
票
を
高
校
側
へ
提

出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
３
月
卒
業
予
定
者
の
求
人
票

を
提
出
し
た
事
業
所
に
は
、
７
月
か
ら
そ
の

返
戻
が
始
ま
り
ま
す
。

　

コ
ピ
ー
（
写
し
）
を
と
っ
た
う
え
で
、
求

人
先
高
校
（
推
薦
依
頼
校
）
に
募
集
要
項
等

と
共
に
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

●
夏
物
商
戦
向
け
の
人
員
確
保

　

夏
物
商
戦
で
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を

臨
時
雇
用
す
る
予
定
の
企
業
は
、
早
め
に
募

集
を
か
け
て
人
員
を
確
保
し
ま
す
。

　

募
集
ル
ー
ト
を
限
定
せ
ず
、
過
去
に
雇
っ

た
人
や
そ
の
人
か
ら
の
紹
介
な
ど
、
確
度
の

高
そ
う
な
人
脈
も
活
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
労
働
者
死
傷
病
（
軽
度
）
報
告
の
提
出

　

社
員
が
業
務
上
の
事
故
・
疾
病
で
４
日
未

満
の
休
業
を
し
た
場
合
に
は
、
３
か
月
ご
と

に
ま
と
め
て
所
轄
の
労
働
基
準
監
督
署
に
報

告
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
と
し
の
４

月
～
６
月
分
の
報
告
書
の
提
出
期
限
は
７
月

31
日
で
す
。

　

な
お
、
休
業
が
４
日
以
上
に
な
っ
た
り
、

死
亡
事
故
が
発
生
し
た
り
し
た
場
合
は
、
そ

の
つ
ど
報
告
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
２
５
年
１
月
よ
り
労
働
者
死

傷
病
報
告
の
電
子
申
請
が
義
務
化
さ
れ
る
点

に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

●
高
年
齢
者
雇
用
状
況
報
告
書
・
障
害
者
雇

用
状
況
報
告
書
の
提
出

　

毎
年
６
月
１
日
現
在
の
高
年
齢
者
・
障
害

者
の
雇
用
状
況
（
役
員
・
兼
務
役
員
を
除

く
）
に
つ
い
て
、
７
月
15
日
ま
で
（
２
０
２

４
年
は
15
日
が
休
日
の
た
め
16
日
ま
で
）
に

管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
報
告
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

電
子
申
請
で
は
、
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
プ
ラ
イ
ム

や
ｅ

－

Ｇ
ｏ
ｖ
ア
カ
ウ
ン
ト
等
を
用
い
て
申

請
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
厚

生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。

●
試
用
期
間
終
了
に
伴
う
対
応

　

４
月
に
入
社
し
た
社
員
の
試
用
期
間
を
３
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か
月
と
し
て
い
る
企
業
で
は
、
試
用
期
間
中

に
特
段
の
問
題
が
な
け
れ
ば
、
７
月
か
ら
正

式
採
用
に
進
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

正
式
な
配
属
辞
令
の
交
付
な
ど
、
試
用
期

間
の
終
了
に
伴
う
業
務
を
行
な
い
ま
す
。

●
人
材
教
育
・
研
修
の
実
施

　

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
な
か
、
人
材
確

保
・
定
着
の
戦
略
と
し
て
人
材
育
成
投
資
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

新
入
社
員
の
正
式
配
属
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
研
修
、
新
人
を
育
て
る
立
場
の
中
堅
社

員
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
な
ど
、
い
ま
い
る
人
材

に
向
け
た
施
策
も
重
要
で
す
。
教
育
機
会
を

増
や
し
て
１
人
ひ
と
り
の
能
力
を
高
め
、
活

気
あ
る
職
場
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
新
入
社
員
は
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

調
を
き
た
し
や
す
い
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

必
要
が
あ
れ
ば
、
早
め
に
フ
ォ
ロ
ー
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

●
夏
季
休
暇
の
通
知
と
業
務
保
全

　

７
月
～
８
月
に
夏
季
休
暇
を
実
施
す
る
企

業
は
、
早
め
に
取
引
先
な
ど
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
知
ら
せ
、
あ
わ
せ
て
先
方
の
休
暇
予
定

な
ど
も
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

全
社
で
一
斉
休
暇
に
入
る
場
合
は
、
郵
便

物
・
配
達
物
授
受
の
取
扱
い
ル
ー
ル
、
防

犯
・
防
火
対
策
な
ど
に
つ
い
て
周
知
・
徹
底

し
て
お
き
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
に
留
意
し
つ

つ
、
休
暇
中
の
各
社
員
の
行
動
予
定
や
緊
急

時
の
連
絡
先
を
把
握
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
全
国
安
全
週
間
の
実
施

　

７
月
１
日
～
７
日
は
全
国
安
全
週
間
で

す
。
こ
と
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
危
険
に

気
付
く
あ
な
た
の
目　

そ
し
て
摘
み
取
る
危

険
の
芽　

 

み
ん
な
で
築
く
職
場
の
安
全
」

で
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
労
働
災
害
防
止
活
動
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、
社
内
の
安
全
活
動
の
取

組
み
を
活
性
化
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

●
夏
場
の
健
康
管
理

　

湿
度
の
高
い
梅
雨
か
ら
夏
場
は
、
食
べ
物

が
傷
み
や
す
く
食
中
毒
な
ど
の
発
生
に
注
意

が
必
要
な
時
期
で
す
。
弁
当
類
の
保
存
場
所

な
ど
に
気
を
つ
け
る
よ
う
、
注
意
を
促
し
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
湿
度
が
高
く
な
る
と
、
熱
中
症
の

危
険
性
も
高
ま
り
ま
す
。
強
い
負
荷
の
か
か

る
作
業
や
運
動
を
極
力
避
け
、
の
ど
が
渇
い

て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
オ
フ
ィ
ス
内
で
も
室

温
が
上
昇
し
す
ぎ
な
い
よ
う
、
冷
房
を
つ
け

る
な
ど
適
切
な
温
度
設
定
が
重
要
で
す
。

●
地
域
行
事
へ
の
対
応
確
認

　

各
地
で
盆
踊
り
や
夏
祭
り
が
催
さ
れ
る
な

ど
、
夏
は
地
域
で
の
交
流
が
盛
ん
に
な
る
季

節
で
す
。

　

会
社
と
し
て
地
域
行
事
に
協
力
・
協
賛
す

る
場
合
に
は
、
ど
の
部
署
が
、
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
を
確
認
し
て
お
き
ま
す
。

　

祭
礼
等
へ
の
寄
付
は
、
前
年
ま
で
の
記
録

な
ど
を
参
考
に
し
て
対
応
す
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

●
中
元
の
発
送
・
暑
中
見
舞
い
状
の
準
備

　

中
元
の
発
送
時
期
は
、
７
月
中
旬
ま
で
に

贈
る
地
域
と
８
月
中
旬
ま
で
に
贈
る
地
域
が

あ
り
ま
す
。
贈
り
先
の
習
慣
に
合
わ
せ
て
手

配
し
ま
し
ょ
う
。
中
元
が
届
い
た
際
に
は
、

速
や
か
に
礼
状
を
出
す
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
「
暑
中
見
舞
い
」
は
、
立
秋
（
こ
と
し
は

８
月
７
日
）
の
前
日
ま
で
に
届
く
よ
う
に
送

り
ま
し
ょ
う
。
立
秋
か
ら
８
月
末
頃
ま
で
は

「
残
暑
見
舞
い
」
と
し
ま
す
。

●
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間

　

７
月
20
日
に
「
中
小
企
業
の
日
」
が
あ
る

７
月
は
「
中
小
企
業
魅
力
発
信
月
間
」
で

す
。
各
地
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
商
工
祭
な
ど

が
開
催
さ
れ
る
の
で
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

来
月
の
計
画
を
立
て
る
た
め
に

▽
夏
季
休
暇
期
間
中
の
郵
便
物
・
配
達
物
授

受
の
ル
ー
ル
整
備
等
の
事
務
が
あ
り
ま
す

▽
夏
季
休
暇
期
間
中
の
防
犯
体
制
の
確
認
が

必
要
で
す
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◆課題解決 EXPO 2024
日時：７月３日〜５日

場所：西日本総合展示場

　中小企業テクノフェア in 九州2024な
ど４展示会からなり、西日本地域の経済
の発展に寄与することを目的に開催。
◆成田祇園祭
日時：７月５日〜7日

場所：千葉県成田市

　大日如来に五穀豊穣などを祈願する成
田山祇園会と、成田山周辺の町内が一体
となる、約300年の歴史を誇る夏祭り。
山車や屋台の巡業が見ものだ。

◆総務・人事・経理 Week 名古屋
日時：７月17日〜19日

場所：ポートメッセなごや

　DXや業務効率化、オフィス環境改善
などの展示会。総務・人事・経理部門担
当者や経営者が来場する。
◆恐山大祭
日時：７月20日〜24日

場所：青森県むつ市

　日本三大霊山の１つに数えられる恐
山。その山頂にある恐山菩提寺で行なわ
れる大祭。多くの参詣者が集まり、各種
の法要・祈祷が行なわれる。

◆バックオフィス DXPO 東京 ’24【夏】
日時：７月23日〜24日

場所：東京ビッグサイト

　経営支援・DX推進展など９展示会か
らなり、バックオフィス業務を効率化す
るソリューションが一堂に会する。
◆上越まつり
日時：７月23日〜29日

場所：新潟県上越市

　400年の伝統を誇る祭り。19の屋台の
迫力あるお饌

せん

米
まい

奉納でフィナーレを迎え
る。直江津地区での打上げ数5000発に上
る大花火大会も見もの。

民族の音楽　チュニジアのマルーフ
　チュニジア南部の都市マトマタ。北アフリカの先住民
ベルベル人が、アラブ人の迫害から逃れるために建設し
た洞窟住宅が点在している。映画『スターウォーズ』の

ロケ地にもなった当地では、アンダルシアの音楽を起源
に持つマルーフ（伝統・習慣の意）が、国民的音楽とし
ていまも親しまれる。� （切絵・文＝前田尋）


